
「気になる⼦」の学習履歴を⾒たい
学習履歴を個⼈別に確認することができます。授業の様⼦やテストの結果で
は気が付かなかった学習意欲の変化や学び⽅の特性を知り、児童⽣徒の指導
に⽣かすことができます。

ｅライブラリで学習履歴のみとりと声かけ Part１

【先⽣メニュー】
【成績管理へ】
【個⼈ビュー】

「わかったふり」「わかったつもり」を学びのきっかけに

●⾃動採点
ドリルはすぐに正誤判定されるため、⾃分で学
習理解度を知ることができます。

●ヒント・調べる・学習メモ・解答解説
ドリルの機能を活⽤する習慣を⾝に着けさせる
ことで、丁寧に解く⽅法や正しく理解する⽅法
を指導することができます。

ポイント

Step
１

Step
２

Step
３

Q
Ａ：

取組
姿勢

学習
⾏動

教科別
履歴

家庭での学習時間
帯を確認できる

【無解答率】から
取り組み状況が

わかる

【学習内容傾向】から得
意・苦⼿どちらの教材取
り組む傾向かわかる

【確認問題】から⼀問⼀答
の取り組みがわかる

【⾃由学習回数】から
⾃分から進んで学習し
た回数がわかる



学習履歴から「声かけが必要な⼦」を知りたい
クラス毎にドリルや確認テストの学習回数、平均点などの並び順を変更して、
学習履歴を確認することができます。個別に声かけを必要としている児童⽣徒
を⾒つけ出し、指導に⽣かすことができます。

ｅライブラリで学習履歴のみとりと声かけ Part２

先⽣の声かけが⼦どもの主体性を伸ばす
●並び替え
模範的な学び⽅や意図しない学び⽅など学習履歴は⼗⼈⼗⾊です。
様々な項⽬で並び替えることで、⽀援を必要とする児童⽣徒に気づ
くかもしれません。

ポイント

テスト結果詳細を表⽰する

【ドリル実施回数降順】
積極的にドリル学習している様⼦を把握

【ドリル平均点が低い順】
「リトライ」「学習時間」から理解して学習を
終えているか確かめる

【確認テスト平均点が低い順】
単元の理解ができていない児童⽣徒を⾒つける

【解説教材・確認問題の学習回数昇順】
学習のしかたや理解できていない箇所を解説教
材などで確認しているか確かめる

>>>Step4へ続く

Q
Ａ：

【先⽣メニュー】
【成績管理へ】
【個⼈ビュー】

Step
１

Step
２

並べ替えるStep
３

単元を選択し、
テスト結果詳細を確認

Step
６

Step
７

声かけする児童⽣徒の成績を確認するStep
４

Step
５


